










































































































9jj ，内膀智所属のオランダ人技師フアン ・ ドールンが北上111河
口間辺の調企を開始










5ノj ，蛇田村（現h巻市） に内務背土木ﾊﾘ出張所を開設 511、紀1世井坂の変二大久保利通暗縦
































































西勝 和附 野蒜纂湛聯梁間辿り1唖 一般的事項
7月、野蒜矼旧分1吋、内勝打野纈11候所をI剤1没 7M～10月、明治天皇の東北・北海道巡幸
7月、閉拓使官有物払下げ事件発生















二県債jと非議が巻き起こるも、 l 1 iI年5〃に中止
このf¥、 コレラが大流行する
7月、宮城県に対し、内務打が'l1街地払卜競允実施をj山掘’









同月、内勝宙が簡城県に汁し、払卜．競光の' I ' I|土貸「人ｲLの尖










1211 ， l i l県ｲ1朋が内務卿に就任(～1885年12月12日）
この年、 口11 1堀（ｨ<曳堀・仰叶1入｣州・卿i潮）改修に粁手． 「平和
|#1道」の開肖|｣ ［WI完了






















































































































































































































1 ' ｢丁斤： 「円幸展唱地i'；伸夛f:#WI｣仙献宮城県上lflj +'jL#IE ~ 1987 fl { ' '〃部を加[I_てf ltM











































































































































































資料： 「公文附属の図・一三七号陸前国野蒜開港絵図」 （1878年4月、国立公文書館デジタルアーカイブよI) ) に記入｡













































































































































































































寺谷武明氏の著書「日本港湾史論序説」 （時潮社、 1972年） は、 「襲来した台風は、内港入口の
東側突堤を一瞬のうちに根底より破壊し瀕没きせた。そのうえ西側突堤をも破壊したので、両突
堤間は沈床が流出し、積石は散乱して内港を閉塞した。舟運の出入りは杜絶し内港の機能は喪失


















































































明治15年 明治16年 明治17年 明治18年
出所： 「図説宮城県の歴史｣、河出書房新社、 1988年、 276ページ。





































































































． ． ･ ･ ･ ･東京資本の進出は、国の政策と深くかかわり、決して自由な経済沽動の結果ではなかった」


































































































































































出所：野、正穂ほか糊「日本の鉄道一成立と展開一」 （日本経i斉評論社、 1986年5月）、 392ページ。
日本鉄道会社といった分担関係がつくられたことが奏功し、東北線は瞬く間に北へ北へと延びて












































































































































































ります。これは、 1881 (明治14)年以降、 日本鉄道会社の東北線の建設が急ピッチで進んでいっ
たことで現実的展開にとなっていきます。 ということからすれば、上でみました第4の説が野蒜
築港事業の本質的原因であるということが妥当だということになります。これが私の考えです。
ご清聴ありがとうございました。
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